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A 208 某石油化学工場勤務者の食生活　（第四報丿

　　季節別・食品群の詞理形態の出現状況

山口女子大 家政　○本田テル子 西宮和江

食　物　105

（目｡的）

　前報に引き続き季節による食事内､容の変動について、食品の調理形態から検討を一行い季

節の影響をみることを目的とした。

（対象・方法・時期）

　前報と同じである。

　(結果）

　副食で季節に共通した出現率3 0　％以上の食品群の調理形態をみた・朝食のうち卵類で

は焼物、魚類で」ま焼物・生物、豆類・緑黄色野菜では汁物、その他の野菜では和物・生物

：　昼食のうち魚類では煮物・焼物・卵類では焼物・煮物、緑黄色野菜では炒物・煮物、

その他の野菜では炒物：　　夕食のうち肉類では煮物・焼物、豆類では汁物、いも類では煮

物、緑黄色野菜では煮物、その他の野菜では和物・生物が四季に共通して出現率の高い調

理形態であった。

　季節別で他の季節に比べ出現率の高いも’のは、魚類では秋の煮物( 夕食）、豆類では秋

　･一冬の煮物( 夕食）、その他の野菜では春・夏の生物（昼食）であった。逆に他の季節に

　比べ出現率の低いものは魚類では秋の生物（夕食）、緑黄色｡野菜の夏の汁物（夕食）、そ

　の他の野菜の夏の煮物（昼食）であった。

A 209 女子大生の栄養摂取量調査と生活時間調査－１０年間の推移とその問題点

大妻女大　家政　前川営子　○八倉巻和子　吹野洋子　　伊藤令子

森岡加代 飯島利津子　小潭真紀子　入江恵美子

目的　長年にわたり女子大生を対象として栄養摂取量調幹俳問門/S 驚ご町言･

過去10年間の資料から、高度成長期の青年女子の食生活を中心として体位・栄養・生活行

動を分析し、それらの関連から問題点をとらえたので報告する。

方法　調査対象：本校女子大生18～22歳毎年約200～300名。調査時期：昭和46～55年毎

一年５・６月。調査方法及び集計：栄養調査は連続した３日間の食物摂取量を調べ、栄養価

を計算し統計的処理を行った。生活時間調査は前述調査日のうち１～２日の生活行動を追

跡し、生活内容の分析と消費エネルギーの｡計算を行い、前者と比較検討した。
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取量・体重当ね摂取量・P F C比)　3)食品(主食食品・たん白質食品・脂肪食品の増減)

4)生活行動( 消費エネルギー・生活内容の分析)

考察　1)体重減少とスリム化。　2)たん白質・脂質の充足とエネルギー・Ca･Feの摂取不足。

-3)エネルギーと鉄摂取の関係。　4)糖質エネルギー比の減少と脂質エネルギー比の増加。

5)主食の摂取減少と肉類・脂肪食品の増加傾向。　6)消費エネルギーと摂取エネルギーのバ
ランス。7)家事作業・自由時間の消費エネルギーの減少と通学等の消費エネルギーの増加。

結論　都市における女子大生の生活行動は軽労作と認められる。しかし通学や移動に要す

ｰる行動の増加のため10年間の消費エネルギーの変化は殆んどない。これに比較して摂取量

はスリム化の願望も加わって、摂取エネルギーの減少をきたし、糖質摂取の減少と脂質摂

取を増加させ、微量栄養素特に鉄等の摂取不足を招いていることが明らかとたった。


